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１０月 の 自 然 予 報 
 10月になると、ちょっと遅めに渡る夏鳥や、
早めに渡ってくる冬鳥など、南に移動している
野鳥に出会えるでしょう。 
 昨年の記録を見てみると、上旬には、北海道
で繁殖する夏鳥のノゴマが阿武隈川の河川敷で
観察されました。中旬から下旬にかけては、冬
の間小鳥の森でもよく見られるジョウビタキや
シメ、シロハラ、アトリなどが見られるように
なりました。 
 8月・9月は野鳥を見る機会が少なくなりまし
たが、10月に入るとちょっと賑やかになってき
ます。冬鳥を探しに小鳥の森にお越しください。 

小鳥の森で観察してみよう ７１ 

カキノキ科 
 
果実の大きさ：1cm〜2cm  
 
特徴：熟すと黄色から黒紫  
   色になる。 
   熟す前の果実を使っ  
   て「柿渋」という染 
   料を作る。 
 
小鳥の森での観察： 
   カワセミの小径に 
   あるアワ畑周辺で見 
   られる。 
 
 
 

今回の絵は、わたなべ ねいくん（小学4年生）
が描いてくれました。 

マメガキ 

カワアイサ→ 
  (♂) 

2016/10/5 ノゴマ 阿武隈川

2016/10/5 コガモ 阿武隈川

2016/10/16 ハクチョウ 阿武隈川

2016/10/16 カシラダカ 福島市小鳥の森

2016/10/18 オオアカゲラ 福島市小鳥の森

2016/10/18 トラツグミ 福島市小鳥の森

2016/10/20 ジョウビタキ 阿武隈川

2016/10/22 シメ 福島市小鳥の森

2016/10/23 ビンズイ 福島市小鳥の森

2016/10/26 シロハラ 福島市小鳥の森

2016/10/26 マミチャジナイ 福島市小鳥の森

2016/10/26 アトリ 福島市小鳥の森

2016/10/26 ジョウビタキ 福島市小鳥の森

2016/10/27 カワアイサ 阿武隈川

←ジョウビタキ 
     (♀) 

昨年の10月に確認した野鳥 



 

 
 

 
 

 

小鳥の森スタッフだより 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

自然ウォッチングを開催しました 
  
 9月10日に「危険な生き物を知ろう」 
というテーマで自然ウォッチングを開催し
ました。 
 安全なところからハチの巣を観察したり、
ウルシなどの触ると危険な植物を覚えたり
しました。参加者も初めはちょっと怖がっ
ているようでしたが、安全に配慮していた
ので、安心して観察していました。 
 人間が適切に対応することで不幸な事故
が減らせるのではないかと思います。 
 自然ウォッチングは毎月野鳥や昆虫、 
植物など色々な 
テーマで開催し 
ています。どな 
たでも参加でき 
ますので、興味 
がありましたら 
是非ご参加下さ 
い。 

※福島市小鳥の森では色々なイベントを開催しています。 

詳しくはネイチャーセンターまでお気軽にお問い合わせ下さい。 

 ＊小鳥の森ホームページで小鳥の森スタッフが独自に測定した環境放射線量を公開しています。 

福島市小鳥の森（ネイチャーセンター）  開館時間：午前８時３０分～午後５時 
《入場無料》休館日：毎週月曜日（祝祭日の時はその翌日） 
〒960-8202 福島市山口字宮脇98  Tel：024-531-8411 fax：024-534-8800 
小鳥の森のホームページ・・・http://www.f-kotorinomori.org/   
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９月 の 自 然  
 

 

自然ウォッチングの様子 

ビンズイ 
 みなさんは「ビンズイ」という野鳥を知っ
ているでしょうか。野鳥に詳しくない方は、
あまり馴染みがないかもしれません。 
 ビンズイですが、実は、福島県内では一年
中見る事ができる野鳥です。しかし、なかな
かな馴染みがないのは、春から夏にかけて、
吾妻山の山頂のような場所で子育てをしてい
て、山登りをしないと出会えないからではな
いでしょうか。ちょうど今頃の時期から冬に
かけて、小鳥の森のような、標高の低い森に
越冬するために降りてきます。 
 体長15.5cm、体重19-26ｇ。背中側は 
オリーブ色で、おなか 
には縦じまが入ります。 
これからの季節は。地面 
で昆虫やクモなどをつい 
ばんでいることが多いの 
で、ぜひ探してみてくだ 
さい。       （レンジャー 五十嵐悟） 

← コサメビタキ 

エゾビタキ  ↓ 

高山で囀るビンズイ 

 9月に入り、空に広がる雲は、もくもくと湧き
上がる「入道雲」ではなく、台風が来る前に見ら
れることが多い、うろこのような「いわし雲」な
どに変わってきました。 
 季節を表す区分けのひとつである七十二候では、
9月18日からは「玄鳥去（つばめさる）」時期と
されています。春にやってきた「ツバメ」が子育
てを終え、南の地域に戻っていく時期にあたりま
す。 
 小鳥の森では、9月15日に北から南へと移動中
の「エゾビタキ」が観察されました。2～3日ほ
ど滞在していました。「コサメビタキ」に似てい
ますが、少し大きい15cmほどの体長です。黒い
クリクリとした目で、おなかに暗い色の縦じま模
様があります。ネイチャーセンターの窓から、枝
に止まっている姿を見ることができました。 
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